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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第３３３集を底本として作成しまし

た。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から

引用してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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